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流行期はゆだんしないで！ 気をつけることは？ 
インフルエンザが流行しています。日野町内でも学級閉鎖をする学校が出てきま

した。インフルエンザにかかると頭がいたくなったり、高熱が出たりしてとてもし

んどい思いをします。このウイルスは A型 B型があるため、一度かかっても別の型

にかかることがありますので油断できません。自分がよぼうすることが、「まわりの

人にうつさない」ことにもつながります。先週の身体測定の時間には、１２月にお

話ししました「さしすせそ」のほかに、気をつける３つの★のお話をしました。 

★「冬も水分補給、お茶をのんでどこ

をまもる？」 

★「でかける前に気をつけること

は？」そして「おうちに帰ってきたあ

と、いつもいじょうにすることは？」 

★「せきやくしゃみをするときは、ど

んな動作をしたらいい？それをなん

という？」 

みんなが知ったことは、おうちの人

にもおしえてあげましょう。 

「かんきをしてください！」 
健康給食委員会は、今週から「かんきをしてください！」と中休みに放送をして

います。 

教室は、みんなが吐いた空気や服のに

おい、あたまのにおい、かぜのウイル

スなどがほこりといっしょに空気中

に浮いています。時間がたつと空気が

よごれていきます。そのよごれた空気

の中にいることはからだによくあり

ません。「さむいやん！」「いやだ～！」

と、きらっている人もいるでしょうが、まどをパッとあけて入れかえましょう。 



「げんきなからだ」をつくるけんこう週間 

１月２１日（月）～２５日（金） 
来週から１週間「けんこう週間」がはじまります。げんきなからだをつくるため

に、この１週間はどんなふうに過ごすのか、どんな自分になりたいか、を考えてみ

てください。 

できないことができるようになるために努力しましょう。それがけんこうな生活

について勉強することであり、「げんきなからだをつくる力」を育てることにつなが

ります。「いい生活ができるようにする」といった高い意識をもって取り組むからこ

そ意味があります。なにも考えないで過ごしているのは、「けんこう週間」になりま

せん。努力することに意味があります。 

 

たとえば、▲「ねる時間がおそくなってしまうなら、帰ってからのすごし方の順

番を考えてみる」▲「朝ごはんが食べられない人は、少しだけ何かを食べて登校し

てみる」▲「ゲームのきまり

が守れない人は、どんな方

法なら守れるかを考える」 

▲「朝、起きられない人は、

どんな工夫をすればいいか

を考える」 

▲「夜のはみがきができに

くいなら、何かをしたあと

にみがくなど、いつもして

いる行動に合わせる」など、 

▲いろいろなことにチャレ

ンジしてじぶんのがんばり

どころを出す１週間にしま

しょう。 

おうちの人に協力してもら

いながら、時間の使い方を

考えて取り組みましょう。 

 

 冬休みのゲーム対策では、

１３家族がもっとがんばっ

てほしかったです。 


